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 Ｒ７ 生まれたばかりの組織です！（母体「南佐渡中学校区学校運営協議会」） 

えっ！？ 何それ？ と思う方もいらっしゃるかもしれません。 

何をする組織かというと・・・ 

「地域とともにある学校」として、羽茂

小学校がどのように学校運営を進めた

らよいかを話し合う集まりです。 

まずは、メンバー紹介です（右参照）。 

5月 13日（火）、羽茂小学校の校長室を会

場に、今年度の第 1回学校運営協議会を行

いました。 

佐渡市教育委員会から委嘱状を授与され

たメンバーは、小池校長先生から今年度の

学校運営について説明を受けた後、この協

議会で熟慮と議論（熟議）が必要な課題は何かについて話し合いました。（協議

会の様子を感じてもらえるよう、委員の声を裏面に抜粋して載せました。） 

 話し合いの結果、子ども（学校）と地域をどのようにつなげていくか、を課題と

し、次の 2点で熟議を進めていくことになりました。 

① 地域とつなぐための声かけの在り方はどうあればよいか 

② 地域学校協働活動（放課後子ども教室や学校支援ボランティアなど地域

とともに進める活動）の組織の在り方はどうあればよいか 

 

地域の皆様からのご意見をどんどん反映できたらと考えています。ぜひ、上記委

員にお声かけいただき、皆様の＜羽茂小に対する思い＞を伝えていただけたら幸い

です。羽茂小学校は「家庭と地域とともに進める、子どもが主人公の学校づく

り」を目指しています。地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

Ｒ7．5月号 

№ 氏　名 役　職　等

1 石木むつみ 羽茂こども園長

2 海老名知明 羽茂小学校ＰＴＡ会長

3 栗津　謙一 赤泊地区民生委員・児童委員

4 齋藤千賀子 羽茂地区主任児童委員

5 竪野よし子 学校支援ボランティア代表

6 中原　明夫
羽茂地区公民館長
羽茂地区民生委員・児童委員

7 本間　真穂
羽茂小学校地域コーディネーター
放課後子ども教室コーディネーター

8 小池　貴弘 羽茂小学校長

9 齋藤　光夫 ＣＳディレクター

* 髙橋　栄介 羽茂小学校　教頭

羽茂小学校　学校運営協議会　委員名簿（敬称略）
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R7.5.13 第 1回 羽茂小学校 学校運営協議会 委員の声～抜粋～ 

・こども園との連携ができている。小から中への接続の在り方を考えたい。学校

運営協議会でできることがないか考えたい。 

・現在、南佐渡中学校区小・中連携推進事業を「みなみさど学園構想」と称し、４

校での連携が動き出している。過去３年間は、中学校の交流活動に目が向いて

いた。中１ギャップの理念共有に関しては弱かったように思う。 

・中１ギャップ解消に関しては、６年生までに「ひとり学び」（自分で学習や生活

をコントロールすること）ができるようになっていることが必要ではないか。 

・家庭で学習をする習慣を付けていくことが必要ではないか。ゲーム（メディア）

の時間の兼ね合いもあると考える。 

・学力向上については、学校運営協議会の問題として取り扱うのは難しいと考え

る。それよりは、地元愛を育むことの方が学校運営協議会で考えていくという

代案を提案する。 

・読み聞かせなどで、学校で地域住民と子どもがかかわる場面を増やしていくこ

とが必要ではないか。 

・川茂小学校では、地域の大人も運動会や文化祭に参加していた。 

・地域の力が弱くなってきているのではないか。 

・コミュニケーションや関係性が希薄になってきていることを感じる。 

・地域の人から学校に来てほしいと考えており、地域交流室の活用を進めている。

一方で、子どもたちを地域に出したいとも考えており、生活科や総合的な学習

に力を入れているところである。 

・放課後児童クラブの支援者を含め、人材不足の課題がある。 

・呼びかけ続けると協力してくれる。すばらしい人材は多い。呼びかけを続ける

しかない。 

・もう一つ違う視点から、ＣＳの組織はしっかりしているが、一体的な活動が期

待されている地域学校協働活動はコーディネーター１人で負担を背負ってい

る。協働活動に関わる組織のあり方も検討が必要と考えている。 


